
浸水ハザードマップの周知 武蔵野市

取組の実施内容を記載

○東京都による浸水予想区域図の改訂に伴い、令和元年度に改訂および全戸配布した浸水ハ
ザードマップを市民に周知するため、市報等に掲載した。

○新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、市民に「在宅避難」を推奨するなかで、浸水ハザー
ドマップで自宅や周囲の安全を確認するようチラシ等を用いて周知した。

取組状況がわかる写真や資料を添付

市報むさしのに掲載
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IｏＴを活用した防災・減災実証業務 三鷹市

IｏＴを活用して防災・減災に資する情報の収集及び収集した情報をインターネット上で確認でき
る環境を整備した。
整備内容：
(1) 野川（相曽浦橋・大沢二丁目）に水位計及び河川カメラを設置し、水位変化を観測（R３年度）。
(2) 土砂災害特別警戒区域に傾斜センサーを設置し、傾斜変化を観測（R３年度） 。
(3) 都が設置した２か所の水位計の数値及び河川カメラの画像を三鷹市のホームページに取り込
み、市民が閲覧しやすい環境を整備した（R４年度）。
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水害ハザードマップの改訂 府中市

取組の実施内容を記載
・避難所の分類（徒歩避難者専用、車両避難可、要配慮者向け、自主避難所）の表示
・避難行動判定フローの掲載
・避難情報の変更（避難勧告→避難指示）
・マイ・タイムラインの掲載

取組状況がわかる写真や資料を添付

府中市 ハザードマップホームページ
https://www.city.fuchu.tokyo.jp/smph/bosaibohan/saigai/fuusuigai/2017suigaimappu.
html
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水防訓練の実施 小金井市

・令和４年５月８日に、市北部地域では初めてとなる総合水防訓練を実施。

・改良積土のう工法及び連結水のう工法等の披露、土のう作成、簡易水防工法、水圧ドア体験、
防災マップ及び浸水履歴図の展示、ドローンによる映像伝送訓練等を行った。

取組状況がわかる写真や資料を添付
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令和４年度総合水防訓練 狛江市

１ 災害対策本部訓練
令和元年東日本台風を基本とした災害を想定し、タイムラインに基づき、台風通過前と台風通過後

の計２回の災対本部会議を実施し、避難情報発令の判断や災害対応、被災者対応の情報共有及び

各部の動きを確認した。

２ 避難所開設・運営訓練
11か所の避難所を開設して市民の避難訓練を実施、水害時における検温・問診～受付～案内の

動きを訓練した。各避難所では、関係機関による体験・展示を展開し、参加促進を図った。

３ 排水樋管対応訓練

洪水時の排水樋管操作訓練、消防団による排水ポンプ車運用訓練を実施した。
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西東京市

1. ○外力を想定最大規模降雨とした洪水ハザードマップを作成

洪水ハザードマップ添付

○昨年度から大きな変更点はないが、文言の整理や見やすいレイアウトなどを修正。
○市内公共施設各所の窓口に設置及び市ホームページに掲載。
○出前講座での配布。等

浸水ハザードマップの作成、改良と周知 西東京市
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水害に関する防災教育の実施 西東京市

○令和４年度は計６回、小学生を対象に水害に関する防災教育を実施。
○ハザードマップや東京マイタイムラインを使用した、実践的な出前授業を実施。

※他課等との協働事業。
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要配慮者利用施設等における個別避難計画作成の促進 西東京市

〇令和３年５月の災害対策基本法の改正により、要配慮者利用施設管理者等に対し、個別避難
計画作成の促進を行った。

1、個別避難計画作成委託
居宅介護事業者、相談支援事業者等へ委託
約80件（予定）

2、郵送事業
対象者へ直接、郵送。
・肢体不自由者567名へ郵送。

身体障害者福祉手帳の肢体不自由 1級及び２級の方で、個別避難計画未作成の方に郵送。
（※未集計）
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